
京
都
府
知
事

]
第
0
1
3
2
3号

オ
ー
ス

東
京
都
知
事

]
第
3
0
9
4
8号

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
デ
ィ
ア
ル

平
成
2
3年
３
月
3
0日
付
で
、
日
本
貸
金
業
協
会
の
退
会

を
承
認
し
た
業
者
（
退
会
）

登
録
番
号

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

東
京
都
知
事

b
第
1
2
2
2
4号

全
国
保
証
株
式
会
社

三
重
県
知
事
北
勢

]
第
1
0
1
0
9号

有
限
会
社
シ
テ
ィ
ク
レ
ジ
ッ

ト
セ
ン
タ
ー

宮
城
県
知
事

^
第
0
2
1
9
8号

株
式
会
社
Ｔ
・
Ｍ
・
Ａ

大
阪
府
知
事

]
第
1
2
6
4
5号

株
式
会
社
ア
フ
コ

大
阪
府
知
事

a
第
0
8
1
9
6号

国
際
フ
ァ
ン
ド
株
式
会
社

東
北
財
務
局
長

^
第
0
0
1
3
1号

仙
銀
カ
ー
ド
株
式
会
社

大
阪
府
知
事

]
第
1
2
5
0
0号

中
小
企
業
保
証
機
構
株
式
会

社

兵
庫
県
神
戸
県
民
局

長_
第
1
2
0
1
6号

有
限
会
社
十
光

宮
崎
県
知
事

d
第
0
0
4
4
2号

宮
銀
リ
ー
ス
株
式
会
社

山
口
県
知
事

]
第
0
1
5
0
3号

株
式
会
社
栄
信

香
川
県
知
事

]
第
0
0
6
4
6号

株
式
会
社
ジ
ョ
イ
ン

大
阪
府
知
事

]
第
1
2
7
0
8号

株
式
会
社
コ
ス
モ
ト
ラ
ス
ト

東
京
都
知
事

_
第
2
3
6
0
0号

有
限
会
社
友
幸

青
森
県
知
事

^
第
0
1
6
7
7号

株
式
会
社
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｐ
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ｓ

関
東
財
務
局
長

_
第
0
1
2
6
4号

ビ
ー
・
エ
ム
・
ダ
ブ

リ
ュ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
株
式
会
社

平
成
2
3年
４
月
2
6日
付
で
、
日
本
貸
金
業
協
会
の
退
会

を
承
認
し
た
業
者
（
不
更
新
）

登
録
番
号

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

福
岡
県
知
事

d
第
0
0
6
4
0号

有
限
会
社
相
生
商
事

大
阪
府
知
事

\
第
1
2
8
3
8号

成
友
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

平
成
2
3年
４
月
2
6日
付
で
、
日
本
貸
金
業
協
会
の
退
会

を
承
認
し
た
業
者
（
取
消
し
）

登
録
番
号

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

大
阪
府
知
事

_
第
1
1
1
8
6号

ホ
ク
エ
イ

平
成
2
3年
３
月
3
0日
付
で
、
日
本
貸
金
業
協
会
の
退
会

を
承
認
し
た
業
者
（
除
名
）

登
録
番
号

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

兵
庫
県
神
戸
県
民
局

長a
第
1
1
6
2
6号

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ

青
森
県
知
事

e
第
0
0
3
1
4号

株
式
会
社
商
協

大
阪
府
知
事

\
第
1
2
8
6
8号

株
式
会
社
サ
ン
ワ
ラ
ッ
ク

大
阪
府
知
事

\
第
1
2
8
9
2号

株
式
会
社
イ
ト
ン

東
京
都
知
事

\
第
3
1
3
2
2号

株
式
会
社
Ｖ
Ｌ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

沖
縄
県
知
事

\
第
0
4
1
8
6号

有
限
会
社
石
垣
島
農
業
育
成

投
資
組
合

高
知
県
知
事

]
第
0
1
4
9
1号

中
田
廣
海

神
奈
川
県
知
事

a
第
0
3
5
2
2号

石
森
商
事

三
重
県
知
事
北
勢

]
第
1
0
1
0
7号

ダ
イ
ワ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

京
都
府
知
事

e
第
0
0
3
9
3号

八
甲
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

氏

名

（
生
年
月
日
）
旅
券
申
請
上
の

住
所

返

納

す

べ

き

旅

券

返

納

理

由

番
号
・
発
行
年
月
日

名
義
人

有
馬

靖
斎

（
昭
和
四
十

一
年
二
月
十

八
日
生
）

タ
イ
王
国
バ
ン

コ
ク
市
内

Ｍ
Ｚ
〇
五
七
〇
三
九
一

二
〇
一
〇
年
一
月
七
日

有
馬

靖
斎

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三

日
札
幌
簡
易
裁
判
所
か
ら
詐

欺
事
件
被
疑
者
と
し
て
逮
捕

状
が
発
付
さ
れ
た
。

西
岡

信
亮

（
昭
和
五
十

四
年
八
月
三

十
一
日
生
）

埼
玉
県
ふ
じ
み

野
市
富
士
見
台

Ｍ
Ｓ
五
五
八
二
二
〇
一

二
〇
〇
九
年
九
月
二
十
四

日

西
岡

信
亮

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
八

日
東
京
簡
易
裁
判
所
か
ら
業

務
上
横
領
事
件
被
疑
者
と
し

て
逮
捕
状
が
発
付
さ
れ
た
。

池
田

浩

（
昭
和
三
十

三
年
一
月
三

十
日
生
）

千
葉
県
千
葉
市

中
央
区
新
宿

Ｔ
Ｇ
七
三
七
八
八
二
三

二
〇
〇
五
年
八
月
三
日

池
田

浩

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

千
葉
地
方
裁
判
所
か
ら
業
務

上
横
領
事
件
被
疑
者
と
し
て

逮
捕
状
が
発
付
さ
れ
た
。

志

功
一

（
昭
和
五
十

三
年
四
月
十

四
日
生
）

東
京
都
杉
並
区

和
田

Ｔ
Ｇ
一
一
九
五
九
二
八

二
〇
〇
一
年
十
一
月
七
日

志

功
一

平
成
二
十
三
年
一
月
七
日
新

潟
簡
易
裁
判
所
か
ら
詐
欺
事

件
被
疑
者
と
し
て
逮
捕
状
が

発
付
さ
れ
た
。

岩
方

良
介

（
昭
和
五
十

三
年
十
月
七

日
生
）

新
潟
県
三
条
市

仲
之
町

Ｔ
Ｇ
四
一
一
五
五
七
四

二
〇
〇
三
年
七
月
二
十
三

日

岩
方

良
介

平
成
二
十
三
年
一
月
七
日
新

潟
簡
易
裁
判
所
か
ら
詐
欺
事

件
被
疑
者
と
し
て
逮
捕
状
が

発
付
さ
れ
た
。

戸
塚

敬
太

（
昭
和
四
十

七
年
五
月
十

九
日
生
）

東
京
都
新
宿
区

百
人
町

Ｔ
Ｋ
一
九
〇
一
五
二
三

二
〇
一
〇
年
五
月
十
二
日

戸
塚

敬
太

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一

日
長
浜
簡
易
裁
判
所
か
ら
詐

欺
事
件
被
疑
者
と
し
て
逮
捕

状
が
発
付
さ
れ
た
。

平
井

修
司

（
昭
和
五
十

八
年
一
月
二

十
八
日
生
）

兵
庫
県
伊
丹
市

寺
本

Ｔ
Ｈ
八
二
六
七
三
〇
四

二
〇
〇
九
年
一
月
三
十
日

平
井

修
司

平
成
二
十
三
年
三
月
十
日
大

阪
地
方
裁
判
所
か
ら
不
正
作

出
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記

録
供
用
・
詐
欺
事
件
被
疑
者

と
し
て
逮
捕
状
が
発
付
さ
れ

た
。

平成™š年œ月™š日 月曜日 第œœœ 号官 報

旅
券
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
旅
券
の
返
納
命
令
に
関
す
る
通
知

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
三
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

次
に
掲
げ
る
者
は
、
死
刑
、
無
期
若
し
く
は
長
期
二
年
以
上
の
刑
に
当
た
る
罪
を
犯
し
た
疑
い
に
よ
り
逮
捕
状
が
発

せ
ら
れ
て
い
る
旨
が
、
警
察
庁
か
ら
外
務
大
臣
に
通
報
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旅
券
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二

百
六
十
七
号
）
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
基
づ
き
、
そ
の
所
持
す
る
一
般
旅
券
を
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
七
日
ま

で
に
外
務
大
臣
又
は
領
事
官
に
返
納
す
る
よ
う
命
じ
ま
す
。

こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
こ
の
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
、
外
務
大
臣
に
対
し
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
こ
の
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
に
、
国
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
国
を

代
表
す
る
者
は
法
務
大
臣
と
な
り
ま
す
。）、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
六
ヶ
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
処
分
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
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